
編
集
後
記

◇

『
甲
府
市
史
研
究
』
第
八
号
を
お
属
け
し
ま
す
。

本
号
の
執
筆
は
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
方
針
で

部
外
者
に
依
頼
し
ま
し
た
。
市
史
研
究
が
新
た
な

視
点

。
手
法
に
よ

っ
て
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
の
こ
と
で
す
。

執
筆
者
各
位
に
は
い
ず
れ
も
労
作
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
渡
辺
洋
子
氏
に
は
前
回

（第
四
号

。

「
宝
永
期

柳
沢
家
の
甲
府
城
殿
舎
に
つ
い
て
」
）
に
つ
づ
き

玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巻
頭
論
文

「
竜
華
山
永
慶
寺
の
建
築
に
つ
い
て
」

は
建
築
史

・
宗
教
史
の
う
え
で
重
要
視
さ
れ
な
が

ら
も
不
明
の
点
の
多
い
、
永
慶
寺
の
造
営
と
破
却

の
の
ち
に
つ
い
て
、
緻
密
な
え
料
分
析
と
大
泉
寺

・

禅
林
院

。
大
和
郡
山
な
ど
各
地
に
わ
た
る
現
地
調

査
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
臨
場
感
澄
れ
る
論
考
で
、

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
技
術
面
で
の
検

証
に
立
脚
し
た
研
究
は
少
な
く
貴
重
な
論
究
で
し
ょ

◇
小
菅
氏

「
満
州
事
変
期
の
軍
国
熱
と
排
外
熱
―

甲
府
市
を
事
例
と
し
て
―
と

は
県
内
発
行
日
刊
各

紙
の
綿
密
な
紙
面
分
析
に
よ
っ
て
の
考
察
で
、
当

時
の
市
民
の
事
変
観
を
再
生
し
、
民
衆
意
識
の
軍

国
主
義
化
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
た
か
を
、
政
治

。
社
会
面
の
み
な

ら
ず
意
識
の

（文
化
的
）
発
露
と
も
い
え
る
文
芸
・

演
劇
な
ど
の
紙
面
を
も
丹
念
に
調
べ
て
、
鮮
明
に

描
き
出
し
て
い
ま
す
。
氏
に
は
他
に
山
梨
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
民
衆
意
識
を
考
察
し
た
論
考
と
し
て
、

「
満
州
事
変
と
民
衆
意
識
に
関
す
る
ノ
ー
ト
ー

「甲
府
連
隊
」
存
置
運
動
を
中
心
に
―
」
が
あ
り
、

山
梨
の
近
代
史
で
は
未
開
拓
の
分
野
の
研
究
と
し

て
注
目
さ
れ
て
ま
す
。

◇
千
田
氏

「
要
害
山
城
の
構
造
」
は
、
瑯
燭
ヶ
崎

背
後
の
要
害
山
城
に
幾
度
か
足
を
運
ば
れ
、
木
目

細
か
な
地
表
面
観
察
を
通
じ
て
精
緻
な
図
面
を
作

成
し
て
、
山
城
に
残
る
遺
構
の
全
容
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
う
え
で
全
国
各
地
の
事
例
と
比
較
し
て

武
田
氏
滅
亡
以
降
の
改
修
を
立
証
し
て
ま
す
。
要

害
山
城
の
改
修
は
、　
一
条
小
山
の
甲
府
城
築
城
と

併
行
し
て
行
わ
れ
た
と
の
推
定
は
注
目
さ
れ
る
も

の
で
し
ょ
う
。

◇
周
知
の
と
お
り
甲
斐
善
光
寺
は
武
田
信
玄
に
よ
っ

て
永
藤
元
年
に
創
建
さ
れ
た
名
刺
で
、
信
玄
朱
印

状
は
じ
め
中
世

・
近
世
期
の
文
書
や
、
多
量
で
多

彩
な
宝
物
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
信
仰
研
究
、
宗

教
史

・
美
術
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
ま
す
。

吉
原
浩
人
氏

「
甲
府
市
善
光
寺
蔵

『
善
光
寺
如

来
絵
伝
』
考
」
は
そ
う
し
た
中
の
ひ
と
つ
で
、
全

国
的

に
も
数
少
な
い
中
世

。
近
世
期

の
三
本
の

『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
の
考
察
で
あ
り
、
氏
が
こ

れ
ま
で
行

っ
た
絵
解
き
研
究
の
一
連
を
な
す
も
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
本
誌
を
携
え
て
実
物
を
拝
観

し
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
ま
す
。

◇
逍
逢
軒
信
綱
は
武
田
信
虎
画
像

。
大
井
夫
人
画

像
の
作
者
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
、　
一
般
に
武
田

家
親
類
衆
の
中
で
優
れ
た
文
化
人
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
ま
す
。

須
藤
氏

「
武
田
逍
蓬
軒
信
綱
考
」
は
そ
う
し
た

信
綱
の
関
係
文
書
を
念
入
り
に
分
析

・
研
究
さ
れ
、

花
押

・
朱
印
の
形
態
や
使
用
時
期
、
支
配
や
権
限

な
ど
、
武
将
信
綱
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
面

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

◇

「
承
久
の
乱
と
甲
斐
源
氏
」
は
、
執
筆
者
渡
辺

氏
の
な
じ
み
深
い
地
に
、
源
有
雅
の
墓

（甲
府
市

指
定
史
跡
）
が
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
ま
と
め

ら
れ
た
論
考
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
研
究
は
地
域

を
知
的

・
文
化
的
に
豊
か
に
し
ま
す
。
言
わ
ず
も

が
な
で
し
ょ
う
が
、
渡
辺
氏
は
詩
人
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇

「
土
着
―
初
期
甲
斐
源
氏
の
屋
形
造
り
―
」

の
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ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ェ
ル
ナ
ー
氏
は
キ
ー
ル
大
学

大
学
院
生

（日
本
学
・
博
士
課
経
）
で
、
ド
イ
ツ
・

チ
ュ
ー
ツ
ン
グ
ン
地
方
の
君
主
の
家
族
と
甲
斐
武

田
氏

一
族
と
の
支
配
制
度
の
比
較
研
究
の
た
め
、

昨
年
八
月
か
ら

一
年
間
、
山
梨
大
学
に
留
学
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
論
考
は
そ
の
間
に
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
す
。

◇
本
号
に
は
、
力
作
揃
い
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
今

後
の
研
究
に
役
立
つ
精
緻
な
図
版
が
多
数
収
録
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

印
刷
の
面
で
、　
株
式
会
社

少
國
民
社
に
は
大
変

お
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
執
筆
者

の
評
判
が
よ
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（高
木
）
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